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(57)【要約】
【課題】木質主要構造部の再利用化を可能とした構成の 
耐火主要構造部等を提供する。
【解決手段】本発明に係る耐火主要構造部１は、建築物 
の木質主要構造部２と、当該木質主要構造部２の外面２ 
１に取付けられた板状耐火被覆材３０とを備え、板状耐 
火被覆材３０は、当該板状耐火被覆材３０を貫通して木 
質主要構造部２に貫入する留付材６によって木質主要構 
造部２の外面２１に取付けられたことを特徴とする。ま 
た、当該耐火主要構造部を構成していた木質主要構造部 
の再利用方法は、当該耐火主要構造部を備えた建築物を 
構築し、当該建築物の解体時に、耐火主要構造部から留 
付材及び耐火被覆材を取り除いた古い木質主要構造部を 
取り出して、当該古い木質主要構造部を資源として利用 
することを特徴とする。
【選択図】図２

審査請求　未請求　請求項の数　4　　ＯＬ　（全10頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 建 築 物 の 木 質 主 要 構 造 部 と 、 当 該 木 質 主 要 構 造 部 の 外 面 に 取 付 け ら れ た 板 状 耐 火 被 覆 材  
と を 備 え 、
　 板 状 耐 火 被 覆 材 は 、 当 該 板 状 耐 火 被 覆 材 を 貫 通 し て 木 質 主 要 構 造 部 に 貫 入 す る 留 付 材 に  
よ っ て 木 質 主 要 構 造 部 の 外 面 に 取 付 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 耐 火 主 要 構 造 部 。
【 請 求 項 ２ 】
　 木 質 主 要 構 造 部 の 外 面 と 板 状 耐 火 被 覆 材 の 板 面 と の 間 に 耐 火 性 の シ ー ト 材 を 備 え た こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 耐 火 主 要 構 造 部 。
【 請 求 項 ３ 】
　 木 質 主 要 構 造 部 は 、 角 部 が 材 軸 方 向 に 沿 っ て 断 面 三 角 形 状 に 切 り 欠 か れ た 断 面 欠 損 部 を  
備 え 、
　 耐 火 性 の シ ー ト 材 が 少 な く と も 断 面 欠 損 部 の 切 欠 面 を 覆 う と と も に 当 該 切 欠 面 の 両 側 に  
隣 り 合 う 木 質 主 要 構 造 部 の 外 面 に 亘 っ て 当 該 外 面 に お け る 切 欠 面 近 傍 部 分 を 覆 う よ う に 設  
け ら れ 、 切 欠 面 を 覆 う 耐 火 性 の シ ー ト 材 と 板 状 耐 火 被 覆 材 と の 間 に は 耐 火 性 の 充 填 材 が 充  
填 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 耐 火 主 要 構 造 部 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 耐 火 主 要 構 造 部 を 備 え た 建 築 物 を 構 築 し  
、 当 該 建 築 物 の 解 体 時 に 、 耐 火 主 要 構 造 部 か ら 留 付 材 及 び 耐 火 被 覆 材 を 取 り 除 い た 古 い 木  
質 主 要 構 造 部 を 取 り 出 し て 、 当 該 古 い 木 質 主 要 構 造 部 を 資 源 と し て 利 用 す る こ と を 特 徴 と  
す る 耐 火 主 要 構 造 部 を 構 成 し て い た 木 質 主 要 構 造 部 の 再 利 用 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 建 築 物 の 木 質 主 要 構 造 部 と 、 当 該 木 質 主 要 構 造 部 の 外 面 に 取 付 け ら れ た 板 状  
耐 火 被 覆 材 と を 備 え た 耐 火 主 要 構 造 部 等 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 建 築 物 の 柱 や 梁 等 の 木 質 主 要 構 造 部 と 、 当 該 木 質 主 要 構 造 部 の 外 面 に 取 付 け ら れ た 石 こ  
う ボ ー ド 等 の 板 状 耐 火 被 覆 材 と を 備 え た 構 成 の 耐 火 主 要 構 造 部 が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献  
１ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ９ － ２ ７ １ ６ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 し た 耐 火 主 要 構 造 部 に お い て は 、 接 着 剤 と ス テ ー プ ル 等 の 留 付 材 と を 併 用 し て 板 状  
耐 火 被 覆 材 を 木 質 主 要 構 造 部 の 外 面 に 取 付 け た 構 成 と な っ て い る 。
　 こ の た め 、 当 該 耐 火 主 要 構 造 部 を 備 え た 建 築 物 を 構 築 し 、 経 年 後 、 当 該 建 築 物 の 解 体 時  
に お い て は 、 板 状 耐 火 被 覆 材 の 固 定 に 接 着 剤 が 用 い ら れ て い る た め 、 木 質 主 要 構 造 部 と 板  
状 耐 火 被 覆 材 や 接 着 剤 を 分 離 す る の が 難 し い 状 態 と な る 。
　 こ の よ う な 他 の 材 料 が 混 合 し た 状 態 の 木 質 主 要 構 造 部 は 、 混 合 産 業 廃 棄 物 と し て 廃 棄 し  
な く て は な ら ず 、 資 源 と し て 利 用 す る こ と が で き な い と い う 課 題 が あ っ た 。
　 本 発 明 は 、 木 質 主 要 構 造 部 の 再 利 用 化 を 可 能 と し た 構 成 の 耐 火 主 要 構 造 部 等 を 提 供 す る  
も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 耐 火 主 要 構 造 部 は 、 建 築 物 の 木 質 主 要 構 造 部 と 、 当 該 木 質 主 要 構 造 部 の 外  
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面 に 取 付 け ら れ た 板 状 耐 火 被 覆 材 と を 備 え 、 板 状 耐 火 被 覆 材 は 、 当 該 板 状 耐 火 被 覆 材 を 貫  
通 し て 木 質 主 要 構 造 部 に 貫 入 す る 留 付 材 に よ っ て 木 質 主 要 構 造 部 の 外 面 に 取 付 け ら れ た こ  
と を 特 徴 と す る の で 、 木 質 主 要 構 造 部 の 再 利 用 化 を 可 能 と し た 構 成 の 耐 火 主 要 構 造 部 を 得  
る こ と が で き る 。
　 ま た 、 木 質 主 要 構 造 部 の 外 面 と 板 状 耐 火 被 覆 材 の 板 面 と の 間 に 耐 火 性 の シ ー ト 材 を 備 え  
た こ と を 特 徴 と す る の で 、 留 付 材 及 び 板 状 耐 火 被 覆 材 を 木 質 主 要 構 造 部 の 外 面 か ら 容 易 に  
分 離 で き る よ う に な る 。
　 ま た 、 木 質 主 要 構 造 部 は 、 角 部 が 材 軸 方 向 に 沿 っ て 断 面 三 角 形 状 に 切 り 欠 か れ た 断 面 欠  
損 部 を 備 え 、 耐 火 性 の シ ー ト 材 が 少 な く と も 断 面 欠 損 部 の 切 欠 面 を 覆 う と と も に 当 該 切 欠  
面 の 両 側 に 隣 り 合 う 木 質 主 要 構 造 部 の 外 面 に 亘 っ て 当 該 外 面 に お け る 切 欠 面 近 傍 部 分 を 覆  
う よ う に 設 け ら れ 、 切 欠 面 を 覆 う 耐 火 性 の シ ー ト 材 と 板 状 耐 火 被 覆 材 と の 間 に は 耐 火 性 の  
充 填 材 が 充 填 さ れ た こ と を 特 徴 と す る の で 、 木 質 主 要 構 造 部 の 耐 火 性 能 を 向 上 で き る と と  
も に 、 木 質 主 要 構 造 部 の 切 欠 面 及 び 外 面 に 対 す る 充 填 材 の 付 着 を 防 止 で き る 。
　 ま た 、 上 述 の 耐 火 主 要 構 造 部 を 構 成 し て い た 木 質 主 要 構 造 部 の 再 利 用 方 法 は 、 上 述 し た  
耐 火 主 要 構 造 部 を 備 え た 建 築 物 を 構 築 し 、 当 該 建 築 物 の 解 体 時 に 、 耐 火 主 要 構 造 部 か ら 留  
付 材 及 び 耐 火 被 覆 材 を 取 り 除 い た 古 い 木 質 主 要 構 造 部 を 取 り 出 し て 、 当 該 古 い 木 質 主 要 構  
造 部 を 資 源 と し て 利 用 す る こ と を 特 徴 と す る の で 、 例 え ば 、 当 該 古 い 木 質 主 要 構 造 部 を そ  
の ま ま 別 の 建 築 物 を 構 築 す る 際 の 木 質 主 要 構 造 部 と し て 利 用 し た り 、 あ る い は 、 当 該 古 い  
木 質 主 要 構 造 部 を チ ッ プ 化 し て 利 用 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 図 １ 】 木 質 主 要 構 造 部 を 露 出 さ せ た 状 態 の 耐 火 主 要 構 造 部 を 示 す 斜 視 図 （ 実 施 形 態 １ ）  
。
【 図 ２ 】 耐 火 主 要 構 造 部 の 断 面 図 （ 実 施 形 態 １ ） 。
【 図 ３ 】 耐 火 主 要 構 造 部 か ら 留 付 材 及 び 耐 火 被 覆 材 を 取 り 除 く 作 業 手 順 を 示 す 図 （ 実 施 形  
態 １ ） 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
実 施 形 態 １
　 図 １ ， 図 ２ に 示 す よ う に 、 実 施 形 態 １ の 耐 火 主 要 構 造 部 １ は 、 建 築 物 の 木 質 主 要 構 造 部  
２ と 、 当 該 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 外 面 ２ １ に 取 付 け ら れ た 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ と を 備 え 、 当  
該 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ は 、 当 該 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ を 貫 通 し て 木 質 主 要 構 造 部 ２ に 貫 入 す  
る 留 付 材 ６ に よ っ て 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 外 面 ２ １ に 取 付 け ら れ た 構 成 と し た 。
　 即 ち 、 実 施 形 態 １ の 耐 火 主 要 構 造 部 １ は 、 接 着 剤 を 用 い ず に 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 外 面  
２ １ に 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ が 取 付 け ら れ た 構 成 と し た 。
　 つ ま り 、 実 施 形 態 １ の 耐 火 主 要 構 造 部 １ は 、 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ の 一 方 の 板 面 と 木 質 主  
要 構 造 部 ２ の 外 面 ２ １ と を 対 向 さ せ た 状 態 で 、 留 付 材 ６ を 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ の 他 方 の 板  
面 側 か ら 当 該 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ に 貫 通 さ せ る と と も に 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ に 貫 入 さ せ る  
こ と に よ っ て 、 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ の 一 方 の 板 面 と 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 外 面 ２ １ と が 接 触  
し て 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ が 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 外 面 ２ １ に 取 付 け ら れ た 構 成 、 即 ち 、 木 質  
主 要 構 造 部 ２ の 外 面 ２ １ に 対 す る 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ の 取 付 け に 接 着 剤 を 使 用 し な い 構 成  
の 耐 火 主 要 構 造 部 １ と し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 木 質 主 要 構 造 部 ２ は 、 例 え ば 、 Ｃ Ｌ Ｔ （ C r o s s  L a m i n a t e d  T i m b e r （ 直 交 集 成 板 ）  
） 又 は 集 成 材 又 は Ｌ Ｖ Ｌ （ L a m i n a t e d  V e n e e r  L u m b e r （ 単 層 積 層 材 ） ） に よ り 形 成  
さ れ た 柱 、 又 は 、 梁 等 で あ る 。 尚 、 図 １ 乃 至 図 ３ で は 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 一 例 と し て 柱  
を 図 示 し た 。
　 Ｃ Ｌ Ｔ は 、 一 般 に 、 張 り 合 わ せ る 板 の 繊 維 方 向 が 直 交 す る よ う に 複 数 の 板 を 張 り 合 わ せ  
て 構 成 さ れ た 木 材 で あ り 、 直 交 集 成 板 と 呼 ば れ て い る 。
　 ま た 、 集 成 材 は 、 一 般 に 、 張 り 合 わ せ る 板 の 繊 維 方 向 が 並 行 方 向 と な る よ う に 複 数 の 板  
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を 張 り 合 わ せ て 構 成 さ れ た 木 材 で あ る 。
　 ま た 、 Ｌ Ｖ Ｌ は 、 一 般 に 、 複 数 の 単 板 （ ベ ニ ヤ ） を 、 単 板 の 繊 維 方 向 に 平 行 に 積 層 し て  
接 着 し た 木 材 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 図 １ に 示 す よ う に 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ は 、 例 え ば 、 角 部 が 材 軸 方 向 に 沿 っ て 断 面  
三 角 形 状 に 切 り 欠 か れ た 断 面 欠 損 部 ２ ２ を 備 え た 構 成 と し た 。
　 断 面 欠 損 部 ２ ２ は 、 例 え ば 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 互 い に 隣 り 合 う 外 面 ２ １ と 外 面 ２ １ と  
の 境 界 と な る 隅 角 部 を 面 取 り 加 工 し て 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 互 い に 隣 り 合 う 外 面 ２ １ と 外  
面 ２ １ と に 亘 っ て 連 続 す る 平 面 状 の 切 欠 面 ２ ３ と す る こ と に よ り 形 成 さ れ る 。 当 該 切 欠 面  
２ ３ と し て は 、 例 え ば 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 互 い に 隣 り 合 う 各 外 面 ２ １ ， ２ １ と の な す 角  
度 α が そ れ ぞ れ １ ３ ５ ° に 設 定 さ れ る 。 言 い 換 え れ ば 、 断 面 欠 損 部 ２ ２ は 、 木 質 主 要 構 造  
部 ２ の 隅 角 部 が 例 え ば 断 面 直 角 二 等 辺 三 角 形 の 形 状 に 除 去 さ れ た 部 位 で あ る 。
　 例 え ば 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ が 断 面 四 角 形 の 柱 で あ る 場 合 、 当 該 柱 の ４ つ の 角 部 が 材 軸 方  
向 に 沿 っ て 断 面 三 角 形 状 に 切 り 欠 か れ て 断 面 欠 損 部 ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ は 、 例 え ば 、 石 こ う ボ ー ド 、 あ る い は 、 火 山 性 ガ ラ ス 質 複 合 板 等 の  
耐 火 板 で あ る 。
　 石 こ う ボ ー ド の 種 類 と し て は 、 例 え ば 、 一 般 的 な 所 謂 石 こ う ボ ー ド 、 当 該 石 こ う ボ ー ド  
よ り も 密 実 に 構 成 さ れ た 強 化 石 こ う ボ ー ド 、 当 該 強 化 石 こ う ボ ー ド よ り も さ ら に 密 実 に 構  
成 さ れ た 硬 質 石 こ う ボ ー ド 等 が あ る が 、 ど の よ う な 石 こ う ボ ー ド を 用 い て か ま わ な い 。
　 火 山 性 ガ ラ ス 質 複 合 板 は 、 ロ ッ ク ウ ー ル 等 の 鉱 物 繊 維 と シ ラ ス 等 の 火 山 性 ガ ラ ス 質 材 料  
と で 形 成 さ れ た 耐 火 材 料 で あ り 、 例 え ば 、 シ ラ ス を 圧 縮 し て 形 成 さ れ た シ ラ ス 圧 縮 板 の 両  
方 の 板 面 に 、 ロ ッ ク ウ ー ル を 圧 縮 し て 形 成 さ れ た ロ ッ ク ウ ー ル 圧 縮 板 の 板 面 を 接 合 し て 構  
成 さ れ た 複 合 板 で あ る 。
　 火 山 性 ガ ラ ス 質 複 合 板 と し て は 、 例 え ば 、 大 建 工 業 株 式 会 社 製 の 「 ダ イ ラ イ ト Ｍ Ｕ （ 登  
録 商 標 ） 」 、 「 Ｓ Ｄ 耐 火 パ ネ ル （ 登 録 商 標 ） 」 等 を 用 い れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 耐 火 主 要 構 造 部 １ は 、 例 え ば 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 外 面 ２ １ を 覆 う 耐 火 被 覆 部 ３ と し て  
、 ３ 層 の 耐 火 被 覆 層 ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ を 備 え て 構 成 さ れ る 。
　 木 質 主 要 構 造 部 ２ が 、 例 え ば 断 面 四 角 状 の 木 質 柱 で あ れ ば 、 当 該 木 質 柱 の 各 柱 側 面 を 取  
囲 む よ う に 被 覆 す る 耐 火 被 覆 部 ３ が 設 け ら れ る 。
　 ま た 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ が 、 例 え ば 断 面 四 角 状 の 木 質 梁 で あ れ ば 、 当 該 木 質 梁 の 各 梁 側  
面 と 梁 下 面 と を 取 囲 む よ う に 被 覆 す る 耐 火 被 覆 部 ３ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 留 付 材 ６ は 、 例 え ば 、 ス テ ー プ ル 、 あ る い は 、 ビ ス 等 の ね じ 、 あ る い は 、 釘 で あ る 。
　 図 ２ で は 、 留 付 材 ６ と し て ス テ ー プ ル を 用 い た 場 合 を 例 示 し て い る 。
　 尚 、 ス テ ー プ ル は 、 所 定 の 間 隔 を 隔 て て 平 行 （ 平 行 又 は 略 平 行 を 含 む ） に 設 け ら れ た 一  
対 の 針 部 と 、 一 対 の 針 部 の 一 端 同 士 を 連 結 す る 針 頭 部 と を 備 え た 、 コ 字 状 の 留 付 針 で あ り  
、 ス テ ー プ ル 釘 打 機 を 用 い て 打 ち 込 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 実 施 形 態 １ の 耐 火 主 要 構 造 部 １ は 、 内 側 耐 火 被 覆 層 ３ １ を 構 成 す る 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０  
が 、 当 該 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ を 貫 通 し て 木 質 主 要 構 造 部 ２ に 貫 入 す る 留 付 材 ６ の み に よ っ  
て 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 外 面 ２ １ に 取 付 け ら れ た 構 成 と し た も の で あ る 。
　 つ ま り 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 外 面 ２ １ と 内 側 耐 火 被 覆 層 ３ １ を 構 成 す る 板 状 耐 火 被 覆 材  
３ ０ の 板 面 と が 接 着 剤 に よ っ て 接 着 さ れ て お ら ず 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 外 面 ２ １ と 内 側 耐  
火 被 覆 層 ３ １ を 構 成 す る 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ の 板 面 と が 接 触 す る よ う に 、 当 該 板 状 耐 火 被  
覆 材 ３ ０ が 留 付 材 ６ だ け で 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 外 面 ２ １ に 取 付 け ら れ た 状 態 と な っ て い る  
耐 火 主 要 構 造 部 １ で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 実 施 形 態 １ で は 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 外 面 ２ １ と 内 側 耐 火 被 覆 層 ３ １ を 構 成 す る  
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板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ の 板 面 と の 間 に 、 薄 厚 （ 例 え ば 厚 さ １ ｍ ｍ 以 下 ） の 耐 火 性 の シ ー ト 材  
４ を 備 え た 構 成 と し た 。
　 当 該 シ ー ト 材 ４ は 、 少 な く と も 、 上 述 し た 木 質 主 要 構 造 部 ２ に お け る 断 面 欠 損 部 ２ ２ の  
切 欠 面 ２ ３ を 覆 う と と も に 、 当 該 切 欠 面 ２ ３ の 両 側 に 隣 り 合 う 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 外 面 ２  
１ ， ２ １ に 亘 っ て 当 該 外 面 ２ １ ， ２ １ に お け る 切 欠 面 ２ ３ 近 傍 部 分 を 覆 う よ う に 設 け ら れ  
る 。
　 当 該 シ ー ト 材 ４ と し て は 、 例 え ば 、 ア ル ミ テ ー プ 、 ス テ ン レ ス テ ー プ 、 鉄 板 な ど の 金 属  
シ ー ト 材 等 を 用 い れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ に お け る 断 面 欠 損 部 ２ ２ の 切 欠 面 ２ ３ を 覆 う シ ー ト 材 ４ と 板  
状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ ， ３ ０ と の 間 に 、 耐 火 性 の 充 填 材 ５ が 充 填 さ れ た 構 成 と し た 。
　 当 該 充 填 材 と し て は 、 例 え ば 、 無 機 質 系 充 填 材 等 を 用 い れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 尚 、 中 間 耐 火 被 覆 層 ３ ２ を 構 成 す る 板 状 耐 火 被 覆 材 は 、 例 え ば 図 外 の 接 着 剤 及 び 留 付 材  
を 用 い て 内 側 耐 火 被 覆 層 ３ １ に 取 付 け ら れ て い る 。
　 ま た 、 外 側 耐 火 被 覆 層 ３ ３ を 構 成 す る 板 状 耐 火 被 覆 材 は 、 例 え ば 図 外 の 接 着 剤 及 び 留 付  
材 を 用 い て 中 間 耐 火 被 覆 層 ３ ２ に 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 即 ち 、 実 施 形 態 １ に 係 る 耐 火 主 要 構 造 部 １ は 、 例 え ば 図 １ ， 図 ２ に 示 す よ う に 、 木 質 主  
要 構 造 部 ２ を 被 覆 す る 耐 火 被 覆 部 ３ と し て 、 当 該 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 外 面 ２ １ を 被 覆 す る  
よ う に 当 該 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 外 面 ２ １ に 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ が 取 付 け ら れ て 構 成 さ れ た  
内 側 耐 火 被 覆 層 ３ １ と 、 内 側 耐 火 被 覆 層 ３ １ の 外 面 を 被 覆 す る よ う に 当 該 内 側 耐 火 被 覆 層  
３ １ の 外 面 に 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ が 取 付 け ら れ て 構 成 さ れ た 中 間 耐 火 被 覆 層 ３ ２ と 、 中 間  
耐 火 被 覆 層 ３ ２ の 外 面 を 被 覆 す る よ う に 当 該 中 間 耐 火 被 覆 層 ３ ２ の 外 面 に 板 状 耐 火 被 覆 材  
３ ０ が 取 付 け ら れ て 構 成 さ れ た 外 側 耐 火 被 覆 層 ３ ３ と 、 耐 火 性 の シ ー ト 材 ４ と 板 状 耐 火 被  
覆 材 ３ ０ ， ３ ０ と の 間 に 充 填 さ れ た 耐 火 性 の 充 填 材 ５ と で 構 成 さ れ た 耐 火 被 覆 部 ３ を 備 え  
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 実 施 形 態 １ に 係 る 耐 火 主 要 構 造 部 １ と し て の 例 え ば 耐 火 柱 の 構 築 方 法 に つ い て 説  
明 す る 。
　 ま ず 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ と し て の 断 面 四 角 形 の 木 質 柱 の ４ つ の 柱 角 部 を 加 工 し て 断 面 欠  
損 部 ２ ２ ， ２ ２ … を 形 成 し た 柱 を 、 建 設 現 場 の 予 め 決 め ら れ た 設 計 位 置 に 固 定 す る 。
　 次 に 、 断 面 欠 損 部 ２ ２ の 切 欠 面 ２ ３ を 覆 う と と も に 、 当 該 切 欠 面 ２ ３ の 両 側 に 隣 り 合 う  
各 側 面 に 亘 っ て 当 該 各 側 面 に お け る 切 欠 面 ２ ３ 近 傍 部 分 を 覆 う よ う に 、 耐 火 性 の シ ー ト 材  
４ を 設 置 す る 。
　 次 に 、 柱 の 側 面 を 被 覆 す る 内 側 耐 火 被 覆 層 ３ １ を 形 成 す る 。 こ の 場 合 、 留 付 材 ６ を 板 状  
耐 火 被 覆 材 ３ ０ の 他 方 の 板 面 側 か ら 当 該 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ 及 び シ ー ト 材 ４ に 貫 通 さ せ る  
と と も に 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ に 貫 入 さ せ る こ と に よ っ て 、 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ を 柱 の 側 面  
に 取 付 け る 。
　 内 側 耐 火 被 覆 層 ３ １ を 形 成 し た 後 、 中 間 耐 火 被 覆 層 ３ ２ を 形 成 し 、 さ ら に 、 外 側 耐 火 被  
覆 層 ３ ３ を 形 成 す る 。
　 そ し て 、 内 側 耐 火 被 覆 層 ３ １ を 形 成 す る 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ ， ３ ０ と 断 面 欠 損 部 ２ ２ の  
切 欠 面 ２ ３ を 覆 う シ ー ト 材 ４ と の 間 に 充 填 材 ５ を 充 填 す る 。
　 以 上 に よ り 、 耐 火 柱 が 構 成 さ れ る 。 耐 火 梁 も 同 様 に 構 築 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 尚 、 実 施 形 態 １ に 係 る 耐 火 主 要 構 造 部 １ は 、 「 建 築 基 準 法 第 ２ 条 第 ７ 項 耐 火 構 造 」 に 記  
載 さ れ て い る 「 耐 火 性 能 」 と し て 、 １ 時 間 ～ ３ 時 間 の 耐 火 性 能 を 有 し た 構 成 と す る こ と が  
好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 実 施 形 態 １ の 耐 火 主 要 構 造 部 １ に よ れ ば 、 当 該 耐 火 主 要 構 造 部 １ を 備 え た 建 築 物 を 構 築  
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で き る と と も に 、 当 該 建 築 物 の 解 体 時 に お い て 、 耐 火 主 要 構 造 部 １ か ら 留 付 材 ６ 及 び 耐 火  
被 覆 材 ３ ０ を 取 り 除 い た 古 い 木 質 主 要 構 造 部 、 即 ち 、 接 着 剤 が 付 着 し て い な い 古 い 木 質 主  
要 構 造 部 を 得 る こ と が で き る の で 、 当 該 建 築 物 の 解 体 後 、 当 該 古 い 木 質 主 要 構 造 部 を 混 合  
産 業 廃 棄 物 と し て 廃 棄 す る こ と な く 、 当 該 接 着 剤 が 付 着 し て い な い 古 い 木 質 主 要 構 造 部 を  
資 源 と し て 利 用 で き る よ う に な る 。
　 例 え ば 、 当 該 古 い 木 質 主 要 構 造 部 を そ の ま ま 別 の 建 築 物 を 構 築 す る 際 の 木 質 主 要 構 造 部  
と し て 利 用 し た り 、 あ る い は 、 当 該 古 い 木 質 主 要 構 造 部 を チ ッ プ 化 し て 利 用 す る こ と が で  
き る よ う に な る 。 当 該 古 い 木 質 主 要 構 造 部 を チ ッ プ 化 し た 木 質 チ ッ プ は 、 例 え ば 木 質 バ イ  
オ マ ス 発 電 の 燃 料 等 の 資 源 と し て 利 用 で き る 。
　 つ ま り 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 再 利 用 化 を 可 能 と し た 構 成 の 耐 火 主 要 構 造 部 １ を 得 る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 即 ち 、 上 述 し た 構 成 の 耐 火 主 要 構 造 部 １ を 備 え た 建 築 物 を 構 築 し 、 当 該 建 築 物 の 解 体 時  
に 、 耐 火 主 要 構 造 部 １ か ら 留 付 材 ６ 及 び 耐 火 被 覆 材 ３ ０ を 取 り 除 い た 古 い 木 質 主 要 構 造 部  
を 取 り 出 し て 、 当 該 古 い 木 質 主 要 構 造 部 を 、 別 の 建 築 物 の 木 質 主 要 構 造 部 と し て 利 用 し た  
り 、 あ る い は 、 チ ッ プ 化 し て 利 用 し た り す る な ど 、 資 源 と し て 利 用 す る 方 法 を 実 現 で き る  
。 つ ま り 、 耐 火 主 要 構 造 部 １ を 備 え た 建 築 物 の 解 体 後 、 耐 火 主 要 構 造 部 １ を 構 成 し て い た  
古 い 木 質 主 要 構 造 部 の 再 利 用 方 法 を 実 現 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 実 施 形 態 １ の 耐 火 主 要 構 造 部 １ に よ れ ば 、 耐 火 性 の シ ー ト 材 ４ が 、 少 な く と も 、  
木 質 主 要 構 造 部 ２ に お け る 断 面 欠 損 部 ２ ２ の 切 欠 面 ２ ３ を 覆 う と と も に 当 該 切 欠 面 ２ ３ の  
両 側 に 隣 り 合 う 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 外 面 ２ １ ， ２ １ に 亘 っ て 当 該 外 面 ２ １ ， ２ １ に お け る  
切 欠 面 ２ ３ 近 傍 部 分 を 覆 う よ う に 設 け ら れ 、 か つ 、 切 欠 面 ２ ３ を 覆 う 耐 火 性 の シ ー ト 材 ４  
と 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ ， ３ ０ と の 間 、 即 ち 、 断 面 欠 損 部 ２ ２ に 相 当 す る 空 間 に 、 耐 火 性 の  
充 填 材 ５ が 充 填 さ れ た 構 成 と し た の で 、 次 の よ う な 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま ず 、 本 来 、 熱 が 伝 達 し や す く 焦 げ や す い 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 角 部 を 除 去 し た 断 面 欠 損  
部 ２ ２ に 耐 火 性 の 充 填 材 ５ を 備 え た の で 、 耐 火 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 耐 火 性 の シ ー ト 材 ４ が 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ に お け る 断 面 欠 損 部 ２ ２ の 切 欠 面 ２ ３  
を 覆 う と と も に 当 該 切 欠 面 ２ ３ の 両 側 に 隣 り 合 う 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 外 面 ２ １ ， ２ １ に 亘  
っ て 当 該 外 面 ２ １ ， ２ １ に お け る 切 欠 面 ２ ３ 近 傍 部 分 を 覆 う よ う に 設 け ら れ て お り 、 木 質  
主 要 構 造 部 ２ に お け る 断 面 欠 損 部 ２ ２ の 切 欠 面 ２ ３ と 耐 火 性 の 充 填 材 ５ と の 間 に 耐 火 性 の  
シ ー ト 材 ４ を 介 在 さ せ て い る の で 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ に お け る 断 面 欠 損 部 ２ ２ の 切 欠 面 ２  
３ 、 及 び 、 外 面 ２ １ へ の 充 填 材 ５ の 付 着 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 耐 火 性 の シ ー ト 材 ４ が 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ に お け る 断 面 欠 損 部 ２ ２ の 切 欠 面 ２ ３  
を 覆 う と と も に 当 該 切 欠 面 ２ ３ の 両 側 に 隣 り 合 う 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 外 面 ２ １ ， ２ １ に 亘  
っ て 当 該 外 面 ２ １ ， ２ １ に お け る 切 欠 面 ２ ３ 近 傍 部 分 を 覆 う よ う に 設 け ら れ 、 留 付 材 ６ が  
、 内 側 耐 火 被 覆 層 ３ １ を 構 成 す る 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ 、 及 び 、 シ ー ト 材 ４ を 貫 通 し て 、 木  
質 主 要 構 造 部 ２ に 貫 入 す る よ う に 構 成 さ れ た の で 、 当 該 耐 火 主 要 構 造 部 １ を 備 え た 建 築 物  
の 解 体 時 に お い て 、 耐 火 主 要 構 造 部 １ か ら 留 付 材 ６ 及 び 耐 火 被 覆 材 ３ ０ を 取 り 除 く 作 業 が  
容 易 と な る 。
　 即 ち 、 耐 火 性 の シ ー ト 材 ４ が 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 外 面 ２ １ と 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ の 板  
面 と の 間 に 挟 ま れ て 、 か つ 、 留 付 材 ６ が 、 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ 、 及 び 、 シ ー ト 材 ４ を 貫 通  
し て 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ に 貫 入 す る よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 解 体 時 に お い て 、 以 下 の  
よ う に 、 シ ー ト 材 ４ を 引 っ 張 る こ と で 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ か ら 留 付 材 ３ 及 び 耐 火 被 覆 材 ３  
０ を 、 簡 単 か つ 確 実 に 分 離 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 図 ３ に 基 づ い て 、 耐 火 主 要 構 造 部 １ か ら 留 付 材 ６ 及 び 耐 火 被 覆 材 ３ ０ を 取 り 除 く  
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作 業 手 順 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 外 側 耐 火 被 覆 層 ３ ３ と 中 間 耐 火 被 覆 層 ３ ２ を 除 去 し て  
、 内 側 耐 火 被 覆 層 ３ １ を 残 し た 状 態 と す る 。
　 次 に 、 図 ３ （ ｂ ） ， （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 耐 火 性 の シ ー ト 材 ４ を Ａ 方 向 に 引 っ 張 っ て 、  
板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ の 上 端 側 の 板 面 を 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 外 面 ２ １ か ら 引 き 離 す 。
　 さ ら に 、 図 ３ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ の 上 端 側 の 板 面 と 木 質 主 要 構 造  
部 ２ の 外 面 ２ １ と の 間 に ヘ ラ 等 の 剥 が し 治 具 Ｈ を 差 し 込 み な が ら シ ー ト 材 ４ を さ ら に Ａ 方  
向 に 引 っ 張 っ て い く こ と に よ り 、 図 ３ （ ｅ ） に 示 す よ う に 、 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ 及 び 留 付  
材 ６ を 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 外 面 ２ １ か ら 簡 単 確 実 に 分 離 す る こ と が で き る よ う に な る 。
　 尚 、 耐 火 性 の シ ー ト 材 ４ は 、 上 述 の よ う に 引 っ 張 っ た 場 合 に 容 易 に 切 れ な い よ う な 強 度  
を 有 し た シ ー ト 材 を 用 い る 。
　 以 上 の よ う に 、 耐 火 主 要 構 造 部 １ の 留 付 材 ６ 及 び 耐 火 被 覆 材 ３ ０ を 取 り 除 く 作 業 、 言 い  
換 え れ ば 、 簡 単 か つ 確 実 に 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ か ら 留 付 材 ６ 及 び 耐 火 被 覆 材 ３ ０ を 分 離 す  
る こ と が で き る よ う に な り 、 留 付 材 ６ 及 び 耐 火 被 覆 材 ３ ０ が 綺 麗 に 取 り 除 か さ れ た 木 質 主  
要 構 造 部 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 即 ち 、 本 発 明 に お い て は 、 建 築 物 の 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 外 面 ２ １ が 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０  
で 被 覆 さ れ た 耐 火 主 要 構 造 部 １ を 形 成 す る 際 に 、 接 着 剤 を 用 い ず に 、 板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０  
を 貫 通 し て 木 質 主 要 構 造 部 ２ に 貫 入 す る 留 付 材 ６ を 用 い て 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 外 面 ２ １ に  
板 状 耐 火 被 覆 材 ３ ０ を 取 付 け る よ う に し た の で 、 当 該 建 築 物 の 解 体 時 に は 、 耐 火 主 要 構 造  
部 １ か ら 留 付 材 ６ 及 び 耐 火 被 覆 材 ３ ０ を 取 り 除 い た 古 い 木 質 主 要 構 造 部 を 取 り 出 す こ と が  
で き 、 当 該 取 り 出 し た 古 い 木 質 主 要 構 造 部 を そ の ま ま 別 の 建 築 物 を 構 築 す る 際 の 木 質 主 要  
構 造 部 （ 柱 又 は 梁 等 ） と し て 利 用 し た り 、 あ る い は 、 当 該 古 い 木 質 主 要 構 造 部 を チ ッ プ 化  
し て 利 用 す る こ と が 可 能 と な る 。
　 つ ま り 、 上 述 し た 耐 火 主 要 構 造 部 １ を 備 え た 建 築 物 の 解 体 後 、 当 該 耐 火 主 要 構 造 部 １ を  
構 成 し て い た 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 再 利 用 方 法 を 実 現 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
実 施 形 態 ２
　 実 施 形 態 １ で は 、 断 面 欠 損 部 ２ ２ 、 耐 火 性 の 充 填 材 ５ を 備 え た 構 成 の 耐 火 主 要 構 造 部 １  
を 例 示 し た が 、 こ れ ら 断 面 欠 損 部 ２ ２ 、 耐 火 性 の 充 填 材 ５ を 備 え な い 構 成 の 耐 火 主 要 構 造  
部 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
実 施 形 態 ３
　 実 施 形 態 １ で は 、 木 質 主 要 構 造 部 ２ の 隅 部 に 対 応 し て 木 質 主 要 構 造 部 ２ に お け る 断 面 欠  
損 部 ２ ２ の 切 欠 面 ２ ３ を 覆 う よ う に 耐 火 性 の シ ー ト 材 ４ を 設 け た が 、 実 施 形 態 ２ の よ う に  
、 断 面 欠 損 部 ２ ２ 、 充 填 材 ５ を 備 え な い 構 成 の 耐 火 主 要 構 造 部 に お い て は 、 当 該 シ ー ト 材  
４ は 、 木 質 主 要 構 造 部 の 各 外 面 に そ れ ぞ れ 設 け る よ う に し た り 、 あ る い は 、 木 質 主 要 構 造  
部 の 周 囲 の 外 面 を 全 て 覆 う よ う に 設 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 実 施 形 態 ２ の よ う に 、 断 面 欠 損 部 ２ ２ 、 充 填 材 ５ を 備 え な い 構 成 の 耐 火 主 要 構 造  
部 に お い て は 、 耐 火 性 の シ ー ト 材 の 代 わ り に 、 例 え ば 、 鉄 線 等 の 耐 火 性 の 線 材 、 又 は 、 金  
網 等 の 耐 火 性 の メ ッ シ ュ シ ー ト を 用 い る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 実 施 形 態 ２ ， ３ に 係 る 耐 火 主 要 構 造 部 に よ れ ば 、 簡 単 か つ 確 実 に 、 木 質 主 要 構 造 部 か ら  
留 付 材 及 び 耐 火 被 覆 材 を 取 り 除 く こ と が で き る よ う に な る と と も に 、 木 質 主 要 構 造 部 の 再  
利 用 化 を 可 能 と し た 耐 火 主 要 構 造 部 を 提 供 で き 、 耐 火 主 要 構 造 部 を 構 成 し て い た 古 い 木 質  
主 要 構 造 部 の 再 利 用 方 法 を 実 現 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
実 施 形 態 ４
　 断 面 欠 損 部 ２ ２ 、 充 填 材 ５ 、 耐 火 性 の シ ー ト 材 ４ や 線 材 や メ ッ シ ュ シ ー ト を 備 え な い 構  
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成 の 耐 火 主 要 構 造 部 で あ っ て も よ い 。
　 即 ち 、 本 発 明 に お け る 耐 火 主 要 構 造 部 は 、 建 築 物 の 木 質 主 要 構 造 部 と 、 当 該 木 質 主 要 構  
造 部 の 外 面 に 取 付 け ら れ た 板 状 耐 火 被 覆 材 と を 備 え 、 当 該 板 状 耐 火 被 覆 材 は 、 当 該 板 状 耐  
火 被 覆 材 を 貫 通 し て 木 質 主 要 構 造 部 に 貫 入 す る 留 付 材 に よ っ て 木 質 主 要 構 造 部 の 外 面 に 取  
付 け ら れ た 構 成 で あ れ ば よ い 。
　 当 該 構 成 の 耐 火 主 要 構 造 部 の 場 合 で も 、 所 期 の 目 的 は 達 成 で き る 。 即 ち 、 木 質 主 要 構 造  
部 の 再 利 用 化 を 可 能 と し た 耐 火 主 要 構 造 部 を 提 供 で き 、 耐 火 主 要 構 造 部 を 構 成 し て い た 古  
い 木 質 主 要 構 造 部 の 再 利 用 方 法 を 実 現 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 尚 、 本 発 明 の 耐 火 主 要 構 造 部 を 構 成 す る 建 築 物 の 木 質 主 要 構 造 部 は 、 木 質 柱 と 木 質 梁 と  
が ピ ン 接 合 さ れ た ブ レ ー ス 構 造 の 建 築 物 に お け る 木 質 柱 や 木 質 梁 、 木 質 柱 と 木 質 梁 と が 剛  
接 合 さ れ た ラ ー メ ン 構 造 の 建 築 物 に お け る 木 質 柱 や 木 質 梁 、 木 質 床 と 木 質 壁 と が 接 合 さ れ  
た 壁 式 構 造 の 建 築 物 に お け る 木 質 床 や 木 質 壁 等 の 木 質 部 材 に よ り 構 成 さ れ た 木 質 主 要 構 造  
部 で あ り 、 石 こ う ボ ー ド 等 の 板 状 耐 火 被 覆 材 が ビ ス 等 の 留 付 材 で 取 付 け ら れ る 間 柱 等 の 壁  
の 木 下 地 部 材 は 含 ま な い 。
　 即 ち 、 本 発 明 の 耐 火 主 要 構 造 部 を 構 成 す る 建 築 物 の 木 質 主 要 構 造 部 は 、 壁 の 木 下 地 部 材  
を 除 く 木 質 部 材 に よ り 構 成 さ れ た 木 質 主 要 構 造 部 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 １   耐 火 主 要 構 造 部 、 ２   木 質 主 要 構 造 部 、 ３   耐 火 被 覆 部 、 ４   耐 火 性 の シ ー ト 材 、  
５   耐 火 性 の 充 填 材 、 ６   留 付 材 、 ２ １   木 質 主 要 構 造 部 の 外 面 、
２ ２   木 質 主 要 構 造 部 の 断 面 欠 損 部 、 ２ ３   断 面 欠 損 部 の 切 欠 面 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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